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2023 年３月期 第２四半期業績予想と実績値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

2022 年５月２日に公表した 2023 年３月期第２四半期累計期間（2022 年４月１日～2022 年９月 30 日）の連結

業績予想及び個別業績予想と本日公表の同期間の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。また、最

近の業績動向を踏まえ、2023 年３月期通期（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）の連結業績予想及び個別業績

予想を下記のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。

記 

１. 2023年３月期第２四半期累計期間 業績予想と実績値との差異（2022年４月１日～2022年９月30日）

(1)連結 

売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主

に帰属する

当期純利益

1 株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
百万円

60,000 

百万円

2,800 

百万円

2,800 

百万円

1,400 

円 銭

22.17 

今 回 実 績 値 （ Ｂ ） 59,527 3,498 4,040 2,377 37.64 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △472 698 1,240 977 

増 減 率 （ ％ ） △0.8 25.0 44.3 69.8 

(ご参考)前期第２四半期実績

(2022 年３月期第２四半期) 
50,965 3,076 3,307 2,137 33.90 

 (2)個別 

売  上  高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
1 株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
百万円

28,500 

百万円

1,300 

百万円

1,000 

円 銭

15.84 

今 回 実 績 値 （ Ｂ ） 27,729 2,392 1,842 29.17 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △770 1,092 842 

増 減 率 （ ％ ） △2.7 84.0 84.3 



２． 2023 年３月期通期業績予想の修正（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）

(1)連結 

売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主

に帰属する

当期純利益

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
百万円

125,000 

百万円

6,500 

百万円

6,500 

百万円

3,300 

円 銭

52.26 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 125,000 7,100 7,600 4,000 63.28 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） - 600 1,100 700 

増 減 率 （ ％ ） - 9.2 16.9 21.2 

(ご参考)前期実績 

(2022 年３月期) 
109,923 6,292 6,889 3,941 62.47 

 (2)個別 

売  上  高 経 常 利 益 当期純利益
1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
百万円

59,000 

百万円

4,400 

百万円

3,300 

円 銭

52.26 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 59,000 5,100 3,900 61.70 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） - 700 600 

増 減 率 （ ％ ） - 15.9 18.2 

(ご参考)前期実績 

(2022 年３月期) 
43,578 4,260 3,615 57.30 

３．差異及び業績予想修正の理由

2022 年 5 月 2 日に公表いたしました 2023 年 3 月期業績予想につきましては、世界経済は新型コロナウイル

ス感染症から回復傾向にあったものの、国内外における原材料価格の上昇および高止まりが業績に影響を及ぼ

すものと想定して策定いたしました。 

当第 2 四半期（累計）の実績につきましては、原材料価格上昇分の製品価格への転嫁が進んだことに加え、

円安等の効果もあり、各段階利益は当初予想を上回ることとなりました。 

通期業績予想につきましては、今後海外での金融引き締めの影響等による景気回復ペースの減速が見込まれ

るものの、第 2四半期までの結果を反映し、各段階利益は当初予想を上回る見込みとなりました。 

上記業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上


